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　本市では、1997 年（平成９年）に長期的なまちづくりの目標として「国際海の手文

化都市」を都市像とする「横須賀市基本構想」を定めました。また、翌年の 1998 年

（平成 10 年）には、基本構想を実現するための基本的な政策・施策を示した「横須賀

市基本計画」をスタートさせました。

　この基本計画は、基本構想が目標年次とする 2025 年（平成 37 年）までの前半部

分を担うものでしたが、2010 年度（平成 22 年度）をもって計画期間が終了したため、

このたび、2011 年度（平成 23 年度）から始まる新たな基本計画を策定しました。

　前基本計画の期間では、道路などの都市基盤やヴェルニー公園などの交流拠点のほか、

横須賀総合高校などの知的環境の整備はかなり進みました。また、特定建築等行為条例

をはじめとする独自条例の制定や行政評価、ＩＴ※ 1 への取り組みなどでは、地方分権

のフロントランナーとして対外的に高い評価を得、総じて、中核市としての「存在感」

は高まったと言えます。

　しかし、今日の本市を取り巻く環境は、地域経済、交通、環境面などのさまざまな課

題と、少子高齢化、人口減少、財政への不安といった多くの自治体が直面している問題

を同時に抱えるという、大変厳しい状況に置かれています。

　今後本市が、このような困難な状況を克服し、夢の持てる明るい豊かな社会を実現し

ていくためには、喫緊の課題への対応はもちろんですが、同時に、中長期を展望し、高

い目標を掲げて市政運営を行っていかなければなりません。また、住民自治※ 2 に根差

した地域社会を確立していかなければならないという命題も課されています。

　そのために本基本計画を策定し、未来を支える人材が育つ環境づくり、高齢者の活力

が生かされる環境づくり、人を引き付ける魅力的な環境づくりを着実に推進するととも

に、市民の力が十分に発揮される自治の枠組みづくりに取り組み、人が生き、魅力と活

※1  ＩＴ：「Information Technology（情報技術）」の略。一般に、コンピューターやネットワー
クに関する技術全般を指す。

※2  住民自治：地方の運営を、その地方の住民の意思に基づいて行うという概念。
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力に満ちあふれた横須賀の実現を目指します。それは、基本構想に掲げる「自然環境を

はぐくみながら、人々がさまざまな交流を広げ、豊かでゆとりある安心した生活の実現」

であり、「国際海の手文化都市」に通ずるものです。

　本基本計画では、引き続き「国際海の手文化都市」を市民の皆さんとともに目指す都

市像として、これを実現するための政策・施策を明らかにします。

　基本計画は、市の最上位計画である総合計画の一部です。総合計画は、「基本構想」、

「基本計画」、「実施計画」の３層で構成され、基本計画は中間に位置する計画です。

【図】総合計画の構成と基本計画の位置付け

※ 3  旧軍港市転換法：旧軍港市（横須賀市、呉市、佐世保市および舞鶴市）を平和産業港湾都市
に転換することにより、平和日本実現の理想達成に寄与することを目的として制定された法
律。この法律に基づき、旧軍の財産を転用や活用する場合は、その財産に関して無償譲渡や
無償貸与など、国から特別の措置を受けることができる。

 2  基本計画の位置付け



4

　

　基本構想が目標年次とする 2025 年（平成 37 年）までの後半部分を担う計画として、

2011 年度（平成 23 年度）から 2021 年度（平成 33 年度）の 11 年間を計画期間とします。

　計画の着実な推進を図るため、定期的な進行管理を行います。また、計画期間中に社

会情勢の大きな変化が生じた場合には、見直しを検討します。

【図】基本構想・基本計画・実施計画の期間

「横須賀港を望む」　五十嵐  邦宏さん　（市民公募作品）
撮影場所：望洋小学校

「横須賀の異国情緒」　福原  俊明さん　（市民公募作品）
撮影場所：馬堀海岸

 3  基本計画の計画期間

 4  基本計画の進行管理


